
２年次総合的な探究の時間「荒川祐二氏講演会」報告 

 

１月１９日（水）、「一歩踏み出す勇気」と題して荒川祐二さんによる講演会を実施しました。 

 

大学生のときに自分のことが嫌いだった荒川さんが 1人で始めた新宿でのゴミ拾い。 

そこから何があったのか、どう自分やまわりが変わっていったかをおもしろおかしく一人芝居風

に話してくれました。 

 

生徒の感想、一部抜粋です。 

 

「夢を叶える人は努力した人でなく、人よりもたくさん挑戦した人と聞き、その通りだと思った。

今の自分は失敗を恐れて何も夢に向かって挑戦はできてないけど、この言葉で何か変われそうな

気がした」 

 

「荒川さんは高校生の頃、物事から逃げてきたというお話をされていました。今の僕も同じであ

まり挑戦できていません。今回の講演を聴いて、何でもいいから一歩前に出て挑戦してみようと

思いました」 

 

「何かに挑戦しようとすると、すぐに挫折しそうになることは僕にも今までの経験でありました

が、それを乗り越えることで見えてくるものがあるということがわかりました。僕も 1ヶ月以上、

自分で決めたことを続けるようにし、新しい発見をしていきたいです」 

 

失敗を恐れず、新しいことに挑戦し、それを継続する、そのための「一歩踏み出す勇気」を奮い

起こさせてくれる内容でした。話を聞いて終わりでなく、自分なりの行動につなげていってほし

いと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


